
今年も赤十字運動月間にあわせてイベントを行います。
※写真は昨年の様子です。 

5月1日～15日 レッドライトアップ（セリオン）
5月31日  赤十字キッズタウン2025

イベントの詳細はHPをご覧ください。

5月は赤十字運動月間です。
赤十字は、動いてる！



赤十字活動の支援者の思い
赤帽秋田県軽自動車運送協同組合

赤十字への思い
～たくさんの思いを結集して活動しています 地域で活動するボランティアの思い

八峰町峰浜赤十字奉仕団

赤十字への思い

「令和６年７月２５日からの大雨災害義
援金」へのあたたかいご支援ありがとう
ございました。

合計222件　総額4,341万3,838円
※義援金の受付は終了しております

お寄せいただいた義
援金は、災害義援金
配分委員会を通じ
て、全額が被災され
た方々の生活支援に
役立てられます。

令和6年度地域包括ケアへの貢献事業「ちいきつながり隊！」
高齢者の健康と自立した生活を地域で支え合うことを目指し、高齢者への生活支援活動を推進し、活動を通
じて奉仕団活動の活性化、魅力ある地域づくりに寄与する目的で、奉仕団ができる活動を実施しています。

どうして畑谷地区へ？
八峰町峰浜畑谷地区は特に高齢化の進んだ地域ですが、み
なさん元気で多くの方が「にこにこサロン」へ参加してい
ると聞き、雰囲気を感じたくて伺いました。
サロン当日も寒い日でしたが、手押し車を押しながら公民
館へ集まっていました。

どういった活動を？
昨年度講習会に参加して「フレイル予防サポーター」に認
定された団員が、椅子に座ったままできる運動などを行い
ました。
高齢のためできることは限られているため、全員をまとめ
るのは大変です。
サロンの皆さんができる運動を行うためにボールを購入し
ましたが、これは毎年赤十字の活動資金として協力してい
ただいたお金が、私たち奉仕団が今回のように地域で活動
する時の助成金としても使われていることを紹介しまし
た。

森田葉子委員長の思い
八峰町も他の地域に違わず、少子高齢化がすすんでいます。子どもも年間10人程度しか生まれていません。
少子化の対策は町にお任せするとして、高齢化がすすんだ中、地域が元気であるためには「高齢者が元気で
あることが一番」と考えています。お年寄りが頑張って支えていたから日本の今があります。日本の礎を築
いてきた高齢者の皆さんは、もっと元気で、誇りをもっていてもいいのではないでしょうか？そのためのサ
ポートを奉仕団として行いたいと考えています。
昨今の経済状況などから長年続けてきた福祉施設でのボランティアができなくなり、奉仕団としてできる活
動を模索しているところでもあります。
今後も「ちいきつながり隊！」として引続き、地域の元気を支える活動に貢献したいと考えています。

令和6年度の「ちいきつながり隊！」は八峰町峰浜赤十字奉仕団の他、北秋田市阿仁赤十字奉仕団、由利本荘
市西目赤十字奉仕団、美郷町赤十字奉仕団、湯沢市赤十字奉仕団雄勝分団が実施しています。各奉仕団の活
動についてはHPをご覧ください。

赤帽秋田県軽自動車運送協同組合は地域に根差した運送業としてお客様の様々なニーズに対応し、
サービスを展開しています。

支援活動としてどのような取組みを？
日本赤十字社秋田県支部と災害時の救援物資輸送の協
定を締結しています。（2019年当時東北初）
10年以上にわたり毎年赤帽主催の献血を実施していま
す。事前の献血協力や当日の献血者への呼びかけも率
先して行っています。令和6年度は1回でのイベントに
おける献血者数が県内1となりました。
また、日本赤十字社秋田県支部、秋田赤十字病院へ寄
付金の贈呈、また秋田県赤十字血液センターへ緊急車
両を寄贈しています。

組合員の思い
地震・大雨等の災害、外国での紛争などが多く発生す
る中、赤十字の活動は価値のあるものだと感じていま
す。
血液供給の運送に関わった際には、病院の入口から医
師と一緒に血液をもって手術室まで走ったこともあり
ました。患者さんの命を助ける大切な事業だと感じま
した。

佐藤敬一理事長の思い
赤十字には長く関わっており、年々その事業の大切さを感じています。私た
ちの寄付や支援が様々なかたちで支援を必要としている人に届くよう、赤十
字活動へ今後も協力したいと考えています。

赤帽秋田県軽自動車運送協同組合

パリ万博から始まった日本赤十字社
大阪・関西万博が4月13日に開幕します。日本赤十字社の誕生は、創設者である佐
野常民が、1867年のパリ万国博覧会を訪れたことがきっかけでした。
佐賀藩の代表としてパリ万博に参加した佐野は、発足したばかりの赤十字に出会
い、「敵味方の区別なく救う」理念に衝撃を受けます。
帰国後、多数の死傷者が出た西南戦争の中で、改めて赤十字の必要性を感じた佐
野は日本赤十字社の前身となる博愛社を設立。後に日本赤十字社として国際組織
に認められました。佐野の抱いた「尊い命を救いたい」という思いは、現在もしっ
かりと受け継がれています。
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